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野
田
内
閣
の
安
全
保
障
政
策
へ
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問
主
意
書

野
田
内
閣
で
は
、
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
を
こ
れ
ま
で
の
「
内
閣
へ
の
一
体
化
」
か
ら
、
民
主
党
政
策
調
査
会
長
に
法
案
の
い

わ
ゆ
る
事
前
審
査
権
を
付
与
す
る
旨
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
民
主
党
の
前
原
誠
司
政
調
会
長
が
九
月
七
日
に
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
講
演
で
、
武
器
輸
出
三
原
則
の
見
直
し
や
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
の
武
器
使
用
基
準
緩
和
の
必
要
性
に

つ
い
て
発
言
を
し
た
。
し
か
し
、
政
府
内
で
は
一
川
防
衛
大
臣
や
藤
村
官
房
長
官
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
、
「
何
も
連
携
し
て
い
な

い
。
」
「
基
本
的
に
前
原
氏
が
持
論
を
発
言
し
た
も
の
」
と
、
政
府
と
の
関
連
性
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

海
外
に
お
け
る
自
衛
隊
の
武
器
使
用
基
準
の
緩
和
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
野
田
内
閣
の
認
識
如
何
。
ま
た
前
原
政
調
会
長

の
発
言
を
受
け
、
野
田
内
閣
と
し
て
今
後
緩
和
の
検
討
を
始
め
る
意
図
は
あ
る
か
。

二

野
田
総
理
は
、
か
つ
て
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
肯
定
す
る
見
解
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
集
団
的
自
衛
権

の
容
認
に
つ
い
て
、
野
田
内
閣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

三

現
在
、
多
国
間
に
よ
る
装
備
の
共
同
開
発
が
国
際
的
な
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
わ
が
国
防
衛
産
業
の
国
際
的
な
技
術

レ
ベ
ル
の
維
持
と
他
国
と
の
技
術
交
流
の
維
持
の
た
め
に
、
野
田
内
閣
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
つ
も
り
か
。
ま
た
、
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共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
や
「
武
器
」
の
定
義
の
緩
和
等
、
武
器
輸
出
三
原
則
等
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
が
、
野
田
内
閣

と
し
て
、
緩
和
に
向
け
た
検
討
を
始
め
る
意
図
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。
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